
開催スケジュール・演者ご案内

国際ライソゾーム病（LSD）Web カンファレンス開催の趣旨

第1回　
2020年11月30日（月）午後7:00 ～ 8:10PM
演者：衞藤　義勝
（財団法人　脳神経疾患研究所　先端医療研究センター長＆
東京慈恵会医科大学名誉教授）
演題名：Overview: ライソゾーム病の診断・治療の進歩
（遺伝子治療を含む） 
共催：Sanofi- Genzyme社

第2回　
2021年1月27日（水）午後7:00 ～ 8:30PM
演者：Prof. Robert Desnick
（Mt.Sinai Medical Center, NY, USA）
(Dean for Genetics and Genomic Medicine, 
Mount Sinai Medical Center, New York, USA)
演題名：Story of Fabry Enzyme Therapy: from 
Metabolic Defect to Effective Treatment
共催: Sanofi-Genzyme社

第3回　
2021年2月3日（水）午後7:00 ～ 8:30PM
演者：Prof. Alfried Kohlschutter
（Hamburg University Children Hospital, 
Hamburg、Germany)
演題名：UpDate of Neuronal Ceroid Lipofsucinosis
(NCL)（tentative）
共催：Japan BioMarin社

第4回　
2021年3月24日（水）午後7:00 ～ 8:30PM
演者：Prof. Adutur Mehta
（Royal Free Hospital, University College London, UK）
演題名：Fabry disease UpDate.（tentative） 
共催: Dainipon-Sumitomo Co.

第5回　
2021年4月21日（水）午後7:00 ～ 8:30PM
演者：Prof. Derralynn Hughes 
(Department of Hematology,  Loyal Free Hospital, 
University College London, UK)
演題名：Chaperon Therapy of Lysosomal disease 
（tentaitve）
共催：Amicus Therapeutics, Japan

第6回　
2021年5月22日（土）午後13:00 ～14:30PM
演者：Prof. Gregory Grabowski
（Department of Medical Genetics, Cincinnati　
Children Hospital）
演題名：UpDate of Lysosomal Acid Lipas Deficiency 
(LALD)(Tentative)
共催：Alexion Phama, Japan

International Lysosomal Disease Web Conference : -Meet the World Famous Professors-

URL：https://www.ildweb.jp/
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【お問合せ先】　〒104-0041　東京都中央区新富1-8-6　SSビル5F　株式会社 SKアペックスプラン内　TEL：03-3523-3722　FAX：03-3523-3723　e-mail：info@skap.jp

皆様お元気でご活躍のこと、お慶び申し上げます。
さて、この度、Corvid-19感染症の流行で国際会議等参加出来ない状況の中、Webによる国際ライソゾーム病（LSD）Webカンファレス
を企画開催する運びになりました。
本カンファレンス開催の趣旨は、パンデミツクなコロナ感染の中、ライソゾーム病などを含む遺伝病研究で国際的に活躍されている欧米
の著明な学者とWebによる講演並びに討論を通じて、本Webカンファレンスが、少しでもわが国の若い臨床医・遺伝医、研究者、医学生
が国際的に活躍で出来る場となり、国際的人材養成に貢献できることを期待しております。奮つてご参加お願い致します。　
今後台湾、韓国、タイ等を含めWebによるライソゾーム病国際的ネツトワークを構築することも目指しており、毎月１回Webによる開催
を致します。
本カンファレンスで、若い皆様からドンドンご質問を頂きたいと思います。

2020年11月吉日
国際ライソゾーム病（LSD）Webカンファレンス
実行委員長　衞藤　義勝


